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い帯広布周辺の十勝中央部を農

家経済の相対的安定地帯と規定

した。従って山麓・海岸方面に

辺し大豆を主体とする十勝外縁

部は相対的不安定地帯とした。

しかも前者の相対的安定性が主

として後者の不安定性に依存す

るという点では，十勝農業も極

めてシニカルなかつハートレス

な構造的駿行性を内包すると仮

定して，これらの仮説検証の作

業を進めた。

　最近試みたごく簡単な門川に

よると，戦後最悪の冷害凶俘と

いわれる昭和29年度の豆類売上

高は，昭和3G年度を100とした場

含，帯広市周辺地区が87，由麓

地区44，海岸地区30であった。

また，これを種類別にみると粟

豆の売上高は帯広地区で105，

これに反して大豆売上舗は海岸

地区でわずか5に過ぎなかっ

た。なお翌30年度は蟄作であっ

た。この年度における十勝産丁

目呂圓指数は基準年度（26～28

年平均漏IOO）に対して189であ

ったが，売上指数は109に過ぎ

なかった。

　以上，豊凶両年度を通じての

購態についても，実は計算数値

を詳しく検討するまでもなく農

民自身が既に正確な解答を出し

ている。すなわち帯広衛近縁の

農家は「多少冷害がかった年の

方が下手な豊作貧乏よりありが

たい」し，由麓・海岸地帯の農

家は「豊作も凶作もありがたく

ないが，特に冷害が火打撃で借

金のため酋が廼らなくなった」

という。

　そこで私としては，ここ数隼

来頻発した冷害門川は十勝全休

の経済悪化を招いたというより
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も，むしろ地域内山酌な経済格

差拡大という点に決定飴な影響

を及ぼしたと判断して，この方

面を特に重視した。

　いうまでもなく葉豆や小豆は

十勝において産地独占的であ

り，また中央部に最も集中的で

ある。しかし中央部での年々の

生産数蚤は，それらの作付反別

がもはや限度に達していること

と豊凶差が小さいために比較的

安定している。従って反別・反

双ともに変動の激しい外縁部の

冷害年度における生産数量の極

端な縮少は十勝産出回指数の後

退と価格上昇をもたらすが，か

かる偲i絡上昇に伴う利益はもつ

ばら中央部に集中し，外縁部に

｝まゼロ圓答がくる。またその主

作物たる大豆はもともと価格硬

演的であるから，その点でも外

縁醤の冷害は急転直下の所得域

退を招く。これでは正にミああ

無情ミというより仕方がない。

　私は十勝農業の遡るべき

姿ミに関しても，このような構

造的輪行性を解消することこそ

緊急の課題だと思っている。

　ごく最近，私の研究は豆i額の

傭格変動とその要函分析に重点

を移した。戦前・戦後を通じて

の長期データーを検討しようと

いうわけである。明治甘露から

現在までの月別価裕をそれぞれ

八日男｝｝に指数化して，さらにそ

の指数を路銀の卸売物衡指数で

デフレートするという計算が最

初の仕払であって，私どもの研

究室に断属する学生諸君が担当

した。この額の計算は単純で機

械酌だといっても計算量が彪大

であるから私だけのカでは欝難

だ窃学生諸君は，そのために休

日まで返上して頑張つた。ひそ

かに1司情し感謝している。　な

お，この研究のスケッチは，矢

島先生が主宰される「北海道農

業の転換に関する蓋礎研究」の

第3年貝研究抄録に発表の予定

であるが，本格的な分析はもち

ろんこれからである。

　できれば価格変動の要魍分析

に多元的な数学モデルを用意し

たいと思うが，独立変動として

何を選ぶか，果してそういうデ

ーターはととのえられるか，あ

れやこれやで思考もちぢに乱れ

る。そればかりでなく私はもと

もと数学に弱いから，いたずら

に講僚の数学教師との間を経来

するだけの今臼この頃である。

農機具発達史

の基礎視点
道立農業研究所

　崎浦誠治

　われわれの道立農業研究極で

は，農林省より応用研究費の鋪

助をうけて，昭和33年から5力

年の予定で，北海道農業技織史

に闘する継続研究に従享してい

て，わたくしはその申で農機具

の部門を担当させていただいて

いる。

　最初このテーマが与えられた

さい，わたくしは次のように考

えた。すなわち視点を農業生麓

ないし旧業経営に据えて，そこ

に導入された農機具，また現に

導入されている農機具の変遷の

鉢を，技術的合理性の追求とい

う形で，しかも経済のそれぞれ

の発展段階に応じてアブρ一チ

すれぽよいだろう，と。飼えば



千歯や僧門による脱穀から，足

踏脱穀器，動力脱穀機をへて金

自動脱穀機に移る必然性を技術

酌，経済的に追求することが，

差し当ってわたくしの分野視角

であるまいかと考えて，；生様研

究を進めてきたわけである。

　ところが実際やつていくうち

に，だんだんそれだけで満足で

きなくなってきた自分に気が付

いた。その理繍はこうだ。われ

われ農業問題研究者は，プラウ

にせよ自動耕転機にせよ，農業

生産ないし農業経営の手段と見

なして，それの農業内部におけ

る機能に着呂するが，実はこう

した生産手段自体はその背後に

一二の生産過程を有するはずで

あり，素材として見れば同じプ

ラウもしくは自動耕紙機であっ

ても，それが小営業の製品であ

るか，機械工業の製品であるか

の相違は当然存在するはずであ

り，またその区別を明らかにす

ることは経済的観点からすれば

基本酌に重要な問題であるとい

えるQもっとも小営業の段階で

自動耕転機が作りうるものか，

どうか疑問であるけれども，と

ごこカ、く一毅自勺ケこし♪つて農業きこ生

産手段を供紛する工業の生産形

態すなわち手工業，マニユファ

クチヤ，機械制工業の各段階に

照応させながら，農業経営にお

ける農機具発達の過程を跡づけ

総じて農業進化の史酌様相をト

レースすることが，農業経済專

攻者による技術発達史研究には

ぜひとも必要であって，そのよ

うな捉え方をしないかぎり，資

：本主義経済機構の中における襲

業技術発達の過程が爽に明らか

にならないのではないかとさえ

感じられるのである。

　このような視点に立って，さ

て北海道農業に限を向けると，

北海道農業に生産手毅　（農機

具）を供給している農機具工業

にも，一方における集積・集中

と他方における零落傾向が激し

いことがわかってきた。昔，農

野冊といえば主としてプラウ・

ハロー，カルチベーターに限ら

れていた当時は，ほとんどの製

作者が小営業者もしくは手工業

者から成っていて，製作者数も

いわゆる野鍛治をふくめて，き

わめで多くの数にのぼってい

た。まい年6月ころまで春農具

を作り，7月以降は馬車・馬そ

りの部最やストーヅをf殴るとい

った乎合であるQしかるに商学

生産の伸長自体は小さな経済単

飽をしだいに破壊して，地方市

場をヨリ大きな市場へと引きい

れると共に，生塵の分散を排し

て集中・集積をつくり出す。あ

たかも北海道では昭和6，7年

ごろからモーア，カッターが早

撃されるようになり，疑｛和15，

6年になると馬鈴薯判取機が導

入された。これに伴って比較的

大きな小営業，もしくは小さな

艶事制工場が札幌，・伊達，帯広

等に形成された。戦前戦後をつ

うじて動力脱穀機，発動機，電

動機等が猛烈な勢で農村に入っ

ていった。そして戦後はトラタ

ター，陰型隷縁機の躍進がつづ

く。これら大農機具の緯類から

もわかるように，野鍛治の手工

業では手に負えない。畜力農機

具は資本制小工業と一部機械制

工業によって製作され，発動

機，電動機，トラクター，自動

耕転機となると大きな機械制ユニ

業でないと製造できない。

　そして現在ではこの：種農機具

への需要が独り活優であるのに

ひきかえ，春農具の需要はさつ

ばり伸びない。競争者多数のと

ころへもってきて需要が不活議

であるから，野鍛治や小営業者

の淘汰がおこなわれることに

なる。自動車修理工場に転じう

ればまだよい方で，大企業に頼

んで製品を売らしてもらい，そ

の傘下に入って手数料商人化

する。ごく少数のものだけが専

門化し，集中・集覆をつづけて

のし上っていく。このような競

争・零落・淘汰・集申がたえずく

り返えされているのである。そ

して競争はすでに北海道独自の

畜力農機具の分野まで入りこん

できており，カルチベーターの

除草刃や中耕刃，プラウのパー

ツ，ハローの刃が最近では大阪

附近の大工場でプレスして道内

に送りこまれ，優良にして低廉

な製品が道内の手工業者や小営

業者を脅かしている。この趨勢

は農機具製作者の零落と集積・

集申に拍車を加えずにはおかな

いであろう。

　農：業内諦においても随分と1；皆

層分化が激しくなったといわれ

るが，それは上に述べた農機具

工業の変貌と了度対応するもの

であろうし，両者は相互規定的

に関連し合うと考えられる。

　こうし．た関係に躍ほヨし．たと

き，始めてわたくしは意欲が湧

いてきたのである◎
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